
 

 

 

 

第４次農林水産業元気創造戦略 プロジェクトの追加・修正（案） 

 

 

基本戦略１ 意欲ある多様な担い手の育成・確保 
No.４ 専門職大学設置プロジェクト       【専門職大整備推進課】     １ 

 目標指標及び指標値の変更  

No.11 農業経営セーフティネット強化プロジェクト     【農政企画課】      ２ 

 目標指標の追加 

 

基本戦略２ 活気あるしなやかな農村の創造 
 No.13 次世代人材の定着に向けた園芸団地形成推進プロジェクト   【園芸大国推進課】     ３ 

  取組内容の追加、目標指標の追加 

 

基本戦略３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 
 No.29 山形えだまめ日本一産地化プロジェクト      【園芸大国推進課】     ６ 

  指標値の変更 

 No.44 ６次産業化推進基盤強化プロジェクト      【農業技術環境課】     ７ 

   取組み内容の追加、目標指標の変更 

 

基本戦略４ 「やまがた森林ノミクス」の加速化 
No.54 多面的機能の高い森林管理・保全プロジェクト     【森林ノミクス推進課】    １０ 

   目標指標の追加 

資料４ 
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第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基 本 戦 略 １ 意欲ある多様な担い手の育成・確保 

プロジェクト名 ４ 専門職大学設置プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・東北農林専門職大学（仮称）の開学

目標時期を令和６年４月に決定し

たことから、目標指標を修正する

とともに、指標値を新たに設定す

るもの 

 

（１）目標指標及び指標値の変更 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

東北農林専門職大学（仮称）の 

早期開学 
－ ※ ※ ※ ※ 

 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

東北農林専門職大学（仮称）の 

令和６年４月開学 
－ － 

認可 

申請 
認可 

開学 

(入学者

40 人) 
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第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基 本 戦 略 １ 意欲ある多様な担い手の育成・確保 

プロジェクト名 11 農業経営セーフティネット強化プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・目標指標を「農業経営のセーフテ

ィネットの加入推進組織の立上

げ」とし、令和３年度に組織「農業

セーフティネット加入促進協議

会」の設立を完了した。今後は、協

議会における議論等を踏まえ、収

入保険の加入促進に向けた取組を

推進することから、具体の目標指

標を定めるもの。 

（１）目標指標の追加 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

農業経営のセーフティネットの 

加入推進組織の立ち上げ 

― 

(R2 年度) 
設立 ※ ※ ※ 

  ※具体の取組みの指標値（工程）については、協議会設立後に設定 

 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

農業経営のセーフティネットの 

加入推進組織の立ち上げ 

― 

(R2 年度) 
設立 － － － 

青色申告者に占める収入保険の

加入割合 

17.8% 

(R3 年度) 
－ 24.6% 35.0% 35.0% 
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第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基本戦略 ２ 活気あるしなやかな農村の創造 

プロジェクト名 13 次世代人材の定着に向けた園芸団地形成推進プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・果樹栽培面積の減少傾向や気象災

害などにより、本県果樹を取り巻

く環境が厳しさを増していること

を受け、「果樹王国やまがた」の産

地の維持・拡大に向けた新たな取

組みを開始することから、取組み

内容及び目標指標を追加するも

の。 

（１）「～現状・課題～」の追記 

 

(追記する内容) 

○果樹生産者の高齢化などによる栽培面積の減少に加え、令和３年４月の凍霜害など度重なる気象

災害により、本県の果樹農業を取り巻く環境は厳しさを増している。 

○「果樹王国やまがた」のさらなる発展には、新たな担い手の育成と産地の維持・拡大に向けた「先

行投資型果樹団地」の整備が必要である。 

（２）取組内容の追加 

（見直し前） 

取 組 内 容 

取組機関 

本 庁 
総合支庁 

村山 最上 置賜 庄内 

①園芸団地の形成に向けた支援体制の整備 
・市町村、JA、土地改良区、県等で構成する支援チ
ームによる園芸団地の形成への支援 

・既存団地へのフォローアップ 

〇 〇 〇 〇 〇 

②園芸団地の整備への支援 
・園芸団地の形成に向けた生産施設・農業機械等の
整備に対する補助 

・既存団地へのフォローアップ 

〇 〇 〇 〇 〇 
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③水田農業の高付加価値化に向けた基盤整備 
・園芸団地化の形成に向けた水田の暗渠排水や地

下かんがい施設等の基盤整備の推進 

・園芸作物で活用する井戸等の整備や防霜・防除用

水等の確保のための既存畑地かんがい施設等の

活用 

・園芸作物の導入に向けた栽培実証ほ場の設置へ

の支援 

〇 〇 〇 〇 〇 

（見直し後） 

取 組 内 容 

取組機関 

本 庁 
総合支庁 

村山 最上 置賜 庄内 

①園芸団地及び果樹団地の形成に向けた支援体
制の整備 

・市町村、JA、土地改良区、県等で構成する支援チ
ームによる園芸団地及び果樹団地の形成への支
援 

・既存団地へのフォローアップ 

〇 〇 〇 〇 〇 

②園芸団地の整備への支援 
・園芸団地の形成に向けた生産施設・農業機械等の
整備に対する補助 

・既存団地へのフォローアップ 

〇 〇 〇 〇 〇 

③先行投資型果樹団地の整備への支援 
・果樹団地の形成に向けた新植・改植、生産施設、

養成管理等への支援 
〇 〇 〇 〇 〇 

④水田農業の高付加価値化に向けた基盤整備 
・園芸団地化の形成に向けた水田の暗渠排水や地

下かんがい施設等の基盤整備の推進 

・園芸作物で活用する井戸等の整備や防霜・防除用

水等の確保のための既存畑地かんがい施設等の

活用 

・園芸作物の導入に向けた栽培実証ほ場の設置へ

の支援 

〇 〇 〇 〇 〇 
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（３）目標指標の追加 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

大規模園芸団地の数（累計） 
20 団地 

（R2 年度） 
22 団地 24 団地 26 団地 28 団地 

水田畑地化整備面積（累計） 
2,580ha 

（R1 年度） 
3,130ha 3,350ha 3,630ha 4,000ha 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

大規模園芸団地の数（累計） 
20 団地 

（R2 年度） 
22 団地 24 団地 26 団地 28 団地 

水田畑地化整備面積（累計） 
2,580ha 

（R1 年度） 
3,130ha 3,350ha 3,630ha 4,000ha 

果樹団地の面積（累計） 
０ 

(R3 年度) 
－ 20ha 40ha 60ha 

 

 

  



6 

 

第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基本戦略 ３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 

プロジェクト名 29 山形えだまめ日本一産地化プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・えだまめ産出額を令和６年までに

46 億円とする目標を掲げたが、県

内の主産地ＪＡと連携した産地拡

大の取組みやＪＡ組織による集出

荷施設の整備などにより産地の拡

大が進み、直近の令和２年産出額

が目標値を上回る49億円となった

ことから、指標値を上方修正する

もの。 

（１）指標値の変更 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

えだまめ産出額 
39 億円 

（Ｈ26～30 年平均） 
40 億円 41 億円 43 億円 46 億円 

 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

えだまめ産出額 
49 億円 

(R2 年度) 
50 億円 51 億円 52 億円 53 億円 
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第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基本戦略 ３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 

プロジェクト名 44 ６次産業化推進基盤強化プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・新型コロナ等の影響による主食用

米の需要低迷への対応として、令

和４年度新たに県産米粉の利用拡

大を目的とした６次産業化の推進

に取り組むため、取組み内容を追

加し目標指標を変更するもの。 

（１）取組内容の追加 

（見直し前） 

取 組 内 容 

取組機関 

本 庁 
総合支庁 

村山 最上 置賜 庄内 

①６次産業化を推進する人財づくり 
・産学官金が連携し、研修の開催や６次産業化支援マ
ニュアルの活用等による、６次産業化に取り組む人材
の育成 

・各支援機関の機能強化と、連携した一体的な支援の
展開による、県内各地の６次産業化の取組みの加速 

〇 〇 〇 〇 〇 

②６次産業化を支える体制づくり 
・加工用の生産・販路開拓など実需者のニーズの把握
と生産現場への反映 

〇 〇 〇 〇 〇 

③食品加工支援チームによる支援 
・「食品加工技術相談窓口」における、食品加工に関す
る商品開発から販売促進までの相談の一元的な支援 

・技術移転や共同研究による新商品開発に加え、
HACCP に沿った衛生管理の定着に向けた取組みの
推進 

・「食品加工支援ラボ」の活用による、新商品開発のた
めの試作への支援や、県産農産物の加工・販売・衛
生管理に関する技術習得の研修会の開催 

〇 〇 〇 〇 〇 
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（見直し後） 

取 組 内 容 

取組機関 

本 庁 
総合支庁 

村山 最上 置賜 庄内 

①６次産業化を推進する人財づくり 
・産学官金が連携し、研修の開催や６次産業化支援マ
ニュアルの活用等による、６次産業化に取り組む人材
の育成 

・各支援機関の機能強化と、連携した一体的な支援の
展開による、県内各地の６次産業化の取組みの加速 

〇 〇 〇 〇 〇 

②６次産業化を支える体制づくり 
・加工用の生産・販路開拓など実需者のニーズの把握
と生産現場への反映 

〇 〇 〇 〇 〇 

③食品加工支援チームによる支援 
・「食品加工技術相談窓口」における、食品加工に関す
る商品開発から販売促進までの相談の一元的な支援 

・技術移転や共同研究による新商品開発に加え、
HACCP に沿った衛生管理の定着に向けた取組みの
推進 

・「食品加工支援ラボ」の活用による、新商品開発のた
めの試作への支援や、県産農産物の加工・販売・衛
生管理に関する技術習得の研修会の開催 

〇 〇 〇 〇 〇 

④県産米粉の利用拡大に係る取組みの推進 
・県産米粉を使用した商品開発への支援や技術講習
会の実施 

・メディアを活用した県産米粉の普及啓発や、様々な機
会を捉えた米粉製品の PR を実施 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

 

 

 



9 

 

（２）目標指標の変更 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

６次産業化支援機関等が支

援した新商品の流通・販売

件数（累計） 

30 件 

(H29～R2 年度) 
42 件 54 件 6７件 80 件 

 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

６次産業化支援機関等が支

援した新商品の流通・販売

件数（累計） 

※括弧内は、うち米粉食品 

30 件 

(H29～R2 年度) 
42 件 

60 件 

(6 件) 

75 件 

(8 件) 

90 件 

(10 件) 
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第４次農林水産業元気創造戦略のプロジェクトの追加・修正（案） 

基 本 戦 略 ４ 「やまがた森林ノミクス」の加速化 

プロジェクト名 54 多面的機能の高い森林管理・保全プロジェクト 

見直しの理由 変更等の内容 

・目標指標に「森林経営管理制度に

基づく森林整備を実施している市

町村数」を掲げているが、プロジェ

クトの取組内容に荒廃のおそれの

ある森林等の整備等が含まれるた

め、対応する目標指標を追加する

もの。 

(1)目標指標の追加 

（見直し前） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

森林経営管理制度に基づく森林

整備を実施している市町村数 

１ 

（R１年度） 
10 20 30 34 

 

（見直し後） 

目 標 指 標 現状値 
指標値（工程） 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

森林経営管理制度に基づく森林

整備を実施している市町村数 

１ 

（R１年度） 
10 20 30 34 

荒廃森林の整備面積 
1,112 

（R2 年度） 
1,160ha 1,160ha 1,160ha 1,160ha 

 

 

 


